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一
　
投
稿
資
格　
　

原
則
と
し
て
大
学
院
前
期
博
士
課
程
（
修
士
課
程
）

以
上
の
在
学
生
、
研
究
生
、
修
士
の
学
位
を
有
す
る
者
お
よ
び
後
期
博
士

課
程
単
位
取
得
退
学
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
大
学
卒
の
者
で
あ
っ
て
も
、

研
究
機
関
、
マ
ス
コ
ミ
・
言
論
機
関
、
そ
の
他
企
業
・
団
体
の
研
究
部
門

等
に
お
い
て
研
究
に
従
事
し
て
い
る
場
合
に
は
、
有
資
格
者
と
す
る
。

二
　
著
作
権
　
　
掲
載
さ
れ
た
論
文
の
著
作
権
は
、﹃
法
学
政
治
学
論
究
﹄

刊
行
会
に
帰
属
す
る
。
た
だ
し
、
著
作
者
は
当
該
論
文
を
自
由
に
利
用

（
転
載
・
複
製
・
翻
訳
・
翻
案
等
）
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
利
用
に
当
た

っ
て
は
事
前
に
﹃
法
学
政
治
学
論
究
﹄
編
集
委
員
会
に
連
絡
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

三
　
原
稿
内
容　
　

法
律
学
、
政
治
学
、
社
会
学
に
関
す
る
単
独
執
筆
の

学
術
論
文
に
限
る
。
な
お
、
投
稿
論
文
は
毎
号
独
立
し
た
審
査
の
対
象
と

な
る
た
め
、
一
編
ご
と
に
完
結
し
た
内
容
の
も
の
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
標
題
に
は
連
載
を
想
起
さ
せ
る
「
㈠
」
な
ど
の
文
字
を
付
し
て
は
な

ら
な
い
。

四
　
原
稿
形
式

①　

本
誌
の
使
用
言
語
は
日
本
語
と
す
る
。
ま
た
本
誌
は
原
則
と
し
て
す

べ
て
掲
載
時
に
は
縦
組
み
で
あ
る
。

②　

ワ
ー
ド
プ
ロ
セ
ッ
サ
ー
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
（
以
下
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト

と
す
る
）
で
作
成
し
、
打
ち
出
し
た
原
稿
を
提
出
す
る
。
提
出
は
執
筆

要
領
（
後
記
十
三
）
に
示
す
と
お
り
、
縦
組
み
で
も
横
組
み
で
も
よ
い

が
、
本
誌
は
縦
組
み
で
あ
る
の
で
、
年
号
、
日
付
、
数
字
等
の
数
詞
表

記
は
あ
ら
か
じ
め
縦
組
み
を
前
提
と
し
て
執
筆
す
る
こ
と
。

③　

数
式
等
が
多
く
、
性
質
上
横
組
み
が
相
当
と
思
わ
れ
る
も
の
に
つ
い

て
は
横
組
み
で
の
掲
載
を
許
可
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
、

提
出
前
に
編
集
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
。
ま
た
許
可
を
受
け
た

場
合
に
は
、
数
詞
等
の
表
記
に
つ
い
て
は
横
組
み
を
前
提
と
し
て
準
備

す
る
こ
と
。

五
　
原
稿
分
量

①　

現
在
の
投
稿
の
趣
旨
に
従
い
、
総
字
数
を
三
万
二
千
字
以
内
と
す
る
。

②　

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
執
筆
す
る
際
の
原
稿
分
量
は
一
行
四
〇
字
の
一

頁
三
〇
行
で
八
〇
〇
行
以
内
（
注
を
含
め
る
）
と
す
る
。
図
お
よ
び
表

は
、
一
点
あ
た
り
一
〇
行
分
（
四
〇
〇
字
相
当
）
に
換
算
す
る
。
ワ
ー

プ
ロ
ソ
フ
ト
使
用
時
の
注
の
体
裁
は
本
文
と
同
様
と
す
る
。
総
行
数
を

厳
守
す
る
こ
と
。

③　

投
稿
者
は
自
ら
原
稿
を
検
証
し
、原
稿
提
出
時
に
総
行
数
を
申
告
す
る
。

六
　
提
出
原
稿
の
受
理
に
つ
い
て　
　

規
定
字
数
、
原
稿
形
式
お
よ
び
提

出
方
法
（
後
記
八
）
の
遵
守
は
、
提
出
原
稿
の
受
理
に
つ
い
て
の
形
式
的

投
稿
規
程
（
二
〇
〇
二
年
四
月
施
行　

二
〇
一
九
年
二
月
最
終
改
正
）
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な
必
要
条
件
で
あ
る
。こ
の
要
件
に
合
致
し
て
い
な
い
原
稿
は
審
査
し
な
い
。

七
　
論
文
提
出
・
刊
行
期
日
（
各
年
）

　
　
　
　
　
　

提
出
期
日　
　

刊
行
期
日　
　
　
　
　
　
　

提
出
期
日　
　
　

刊
行
期
日

　

春
季
号　

一
一
月
一
五
日　

三
月
一
五
日　
　

夏
季
号　

二
月
一
〇
日　
　

六
月
一
五
日　

　

秋
季
号　
　

五
月
一
五
日　

九
月
一
五
日　
　

冬
季
号　

八
月
一
六
日　

一
二
月
一
五
日　

＊
当
日
が
休
日
に
当
た
る
時
は
そ
の
翌
日
。
そ
の
翌
日
が
振
替
休
日
に
当

た
る
時
は
翌
々
日
。

八
　
提
出
方
法

　

本
論
文
二
部
（
散
逸
し
な
い
よ
う
に
綴
じ
る
こ
と
）
と
論
文
フ
ァ
イ
ル

を
保
存
し
た
電
子
記
憶
媒
体
（
注
）（
後
記
十
三　

執
筆
要
領
Ⅲ
参
照
）
に

次
の
書
類
を
付
し
て
、
封
筒
に
入
れ
、
学
生
部
法
学
研
究
科
窓
口
へ
持
参
、

ま
た
は
郵
送
す
る
こ
と
。（
持
参
、
郵
送
を
問
わ
ず
、
必
ず
論
文
の
控
を

取
っ
て
お
く
こ
と
。）
郵
送
の
場
合
は
、
提
出
期
日
必
着
。
遅
延
は
、
一

切
認
め
な
い
。
提
出
し
た
論
文
及
び
電
子
記
憶
媒
体
は
、
審
査
の
合
否
に

か
か
わ
ら
ず
、
一
切
返
却
し
な
い
。

　

①　

提
出
用
紙
（
所
定
用
紙
）

　

②　

論
文
標
題
（
二
種
類
。
後
記
十
三　

執
筆
要
領
Ⅱ
①
参
照
）

　

③　

論
文
細
目
次
（
全
て
の
見
出
し
を
掲
記
）

　

④　

論
文
要
旨
（
一
〇
〇
〇
字
程
度
）

　

⑤ 　

履
歴
書
（
所
定
用
紙
：
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
在

籍
し
て
い
な
い
者
の
み
添
付
）

　

⑥ 　

投
稿
者
の
研
究
能
力
を
証
明
す
る
推
薦
書
（
所
定
用
紙
：
慶
應
義

塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
在
籍
し
て
い
な
い
者
の
み
添
付
）　

　
　
（ 

②
～
⑥
の
提
出
部
数
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
一
部
、
コ
ピ
ー
一
部
の
合
計

二
部
の
こ
と
）

　
　
（ 

注
）「
電
子
記
憶
媒
体
」
と
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ
メ
モ
リ
、
Ｃ
Ｄ
と
す
る
。

（
以
下
、
同
様
。）

九
　
論
文
掲
載
費

　

論
文
刊
行
費
を
納
め
て
い
な
い
者
（
研
究
生
お
よ
び
現
在
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
在
籍
し
て
い
な
い
者
）
に
つ
い
て
は
、
掲
載
費

と
し
て
二
万
円
を
徴
収
す
る
。
掲
載
費
は
、
審
査
合
格
の
通
知
を
受
け
た

と
き
、
納
め
る
も
の
と
す
る
。

十
　
審
査
結
果
の
通
知

　

審
査
結
果
は
、
電
子
メ
ー
ル
に
よ
り
通
知
す
る
。
通
知
は
、
翌
月
の
中

旬
以
降
に
行
う
。

十
一
　
論
文
提
出
受
付
窓
口

　

直
接
の
場
合　

慶
應
義
塾
大
学
学
生
部
法
学
研
究
科
窓
口

　

郵
送
の
場
合　

〒
一
〇
八
―
八
三
四
五

　
　
　
　
　
　
　

東
京
都
港
区
三
田
二
―
一
五
―
四
五　

慶
應
義
塾
大
学

　
　
　
　
　
　
　

学
生
部
法
学
研
究
科
係

十
二
　
問
合
せ
先

　

問
合
せ
は
電
子
メ
ー
ル
で
次
の
ア
ド
レ
ス
宛
に
行
う
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　

ronkyu@
law.keio.ac.jp

　
　
　
　
　
　
　
　

慶
應
義
塾
大
学
研
究
室
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
学
部
教
授　

佐
藤　

拓
磨
（
編
集
委
員
会
幹
事
）
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十
三
　
執
筆
要
領

Ⅰ　
原
稿
に
つ
い
て

・
表
記
が
論
文
の
中
で
、
不
統
一
に
な
ら
な
い
よ
う
に
細
心
の
注
意
を
払

う
こ
と
。

・
誤
字
脱
字
が
な
い
よ
う
に
注
意
す
る
こ
と
。

・
日
本
語
と
し
て
正
確
な
表
現
で
あ
る
か
ま
た
適
切
な
表
現
で
あ
る
か
を
、

チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
。

Ⅱ　
原
稿
の
体
裁
に
つ
い
て

①　

標
題

・
審
査
に
際
し
、
誰
が
著
者
で
あ
る
か
を
伏
せ
る
た
め
第
一
頁
に
は
、
標

題
の
み
を
書
く
。
な
お
、
別
に
、
原
稿
と
同
種
の
紙
に
標
題
、
氏
名
お
よ

び
在
籍
大
学
院
名
、
課
程
、
学
年
も
し
く
は
在
職
機
関
名
と
地
位
を
書
い

て
添
付
す
る
こ
と
。

②　

目
次

・
用
紙
を
あ
ら
た
め
、
章
・
節
相
当
の
見
出
し
（
下
記
③
参
照
）
の
み
で

作
成
す
る
。

③　

本
文

・
用
紙
を
あ
ら
た
め
て
書
き
出
す
こ
と
（
目
次
の
余
白
に
続
け
て
書
き
出

さ
な
い
）。

・
見
出
し
に
は
、
第
、
章
、
節
等
の
文
字
を
使
用
せ
ず
（
ス
ペ
ー
ス
の
余

裕
が
な
い
た
め
）、
見
出
し
番
号
は
以
下
に
統
一
す
る
。

　
　

章　
　

一
、
二
、
三　

…
…

　
　

節　
　

㈠
、
㈡
、
㈢　

…
…

　
　

項　
　

１
、
２
、
３　

…
…

　
　

目　
　

⑴
、
⑵
、
⑶　

…
…

・
見
出
し
番
号
と
見
出
し
文
句
と
の
間
は
一
字
あ
け
て
、
点
は
付
け
な
い
。

本
文
に
お
け
る
、
章
、
節
相
当
の
見
出
し
の
前
後
は
一
行
あ
け
る
。

・
本
文
中
で
既
に
発
表
さ
れ
た
自
説
に
言
及
す
る
場
合
、
著
者
が
誰
で
あ

る
か
を
伏
せ
る
た
め
、
そ
の
学
説
の
主
張
者
と
し
て
氏
名
を
書
き
、「
私

が
か
つ
て
指
摘
し
た
よ
う
に
…
…
」
と
い
っ
た
、
こ
の
論
文
の
著
者
が
誰

で
あ
る
か
分
か
る
よ
う
な
表
現
は
用
い
な
い
こ
と
。

・
引
用
文
は
、
引
用
文
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
た
め
、
鉤
括
弧
で
く
く

る
。
長
文
の
引
用
の
場
合
は
、
独
立
し
た
段
落
と
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い

が
、
そ
の
際
に
は
、
本
文
よ
り
も
一
字
下
げ
て
書
く
（
原
則
と
し
て
、
本

文
よ
り
も
小
さ
な
活
字
で
組
む
の
で
、
括
弧
は
不
要
）。

・
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
で
執
筆
す
る
際
、
和
文
は
等
幅
フ
ォ
ン
ト
の
全
角
、

欧
文
は
等
幅
フ
ォ
ン
ト
の
半
角
を
用
い
る
こ
と
。
日
本
語
の
フ
ォ
ン
ト
と

欧
文
の
フ
ォ
ン
ト
は
同
じ
も
の
を
用
い
る
こ
と
。
サ
イ
ズ
は
十
一
ポ
イ
ン

ト
以
上
と
す
る
こ
と
。

④　

注

・
注
は
文
末
注
と
し
、
本
文
末
尾
に
一
括
し
て
掲
げ
る
。
番
号
は
全
体
を

通
し
番
号
と
す
る
。
注
の
書
き
出
し
は
、
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
注
機
能
を

使
用
す
る
場
合
、
体
裁
は
半
角
算
用
数
字
と
す
る
。
注
の
フ
ォ
ン
ト
も
本

文
と
同
じ
も
の
を
用
い
、
サ
イ
ズ
は
十
一
ポ
イ
ン
ト
以
上
と
す
る
。

・
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
注
機
能
を
使
用
し
な
い
場
合
、
体
裁
は
（
１
）
と

す
る
。
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・
著
者
が
誰
で
あ
る
か
を
伏
せ
る
た
め
、
引
用
文
献
の
著
者
名
に
つ
い
て

は
氏
名
を
書
き
、
拙
著
、
拙
稿
等
の
語
は
使
用
し
な
い
こ
と
。

⑤　

図
表

・
図
お
よ
び
表
の
原
稿
は
、
本
文
原
稿
と
は
別
に
し
、
組
込
箇
所
を
本
文

原
稿
中
の
希
望
箇
所
上
部
に
「
表
1
入
る
」
と
い
う
形
で
指
示
す
る
（
た

だ
し
、
組
み
上
が
り
の
体
裁
上
、
必
ず
し
も
指
示
通
り
に
い
か
な
い
場
合

が
あ
る
）。

・
図
お
よ
び
表
は
、
一
点
ご
と
に
一
枚
に
書
く
こ
と
（
一
点
が
数
枚
に
わ

た
っ
た
り
、
数
点
を
一
枚
に
書
い
た
り
し
な
い
）。

・
手
書
き
の
場
合
、
図
は
、
方
眼
紙
に
少
し
大
き
め
に
、
表
は
集
計
用
紙

に
書
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。
用
紙
は
本
文
原
稿
用
紙
と
異
な
っ
て
も
よ
い
。

・
見
出
し
は
、
表
1
、
図
1
と
い
う
形
に
統
一
す
る
。

⑥　

そ
の
他

・
原
稿
は
必
ず
ダ
ブ
ル
・
ク
リ
ッ
プ
で
綴
じ
る
こ
と
。

・
本
文
お
よ
び
注
原
稿
全
体
を
通
し
て
、
通
し
番
号
（
ペ
ー
ジ
数
）
を
付

す
。

・
図
お
よ
び
表
の
原
稿
は
別
に
綴
じ
、
本
文
お
よ
び
注
原
稿
か
ら
の
通
し

番
号
を
付
す
。

・
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
設
定
事
項
に
つ
い
て
は
、
本
投
稿
規
程
末
尾
を
参
照

の
こ
と
。

Ⅲ　
提
出
形
式
に
つ
い
て

・
原
稿
は
、
以
下
の
形
式
に
の
っ
と
っ
て
作
成
し
提
出
す
る
こ
と
。

①　

活
字
原
稿
（
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
か
ら
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
原
稿
、

な
ら
び
に
そ
の
フ
ァ
イ
ル
と
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
二
つ
を
保
存
し
た

電
子
記
憶
媒
体
）
を
提
出
す
る
。

②　

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
で
提
出
す
る
者
も
、
不
測
の
事
態
に

備
え
て
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
を
必
ず
添
付
す
る
こ
と
。

③　

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
に
よ
る
提
出
の
場
合
、
電
子
記
憶
媒
体
を
封
入
し
、 

封
筒
表
面
に
、
論
文
の
総
行
数
を
記
載
す
る
こ
と
と
す
る
。「
マ
イ
ク

ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド
」
の
場
合
、「
校
閲
」
―
「
文
字
カ
ウ
ン
ト
」
で

文
末
注
を
含
め
た
行
数
が
、
論
文
の
総
行
数
と
な
る
。「
一
太
郎
」
の

場
合
、「
ツ
ー
ル
」
―
「
文
書
の
文
字
数
」
で
「
脚
注
も
数
え
る
」
を

チ
ェ
ッ
ク
し
た
状
態
の
行
数
が
、
論
文
の
総
行
数
と
な
る
。

・
提
出
物
の
注
意
点

①　

論
文
は
紙
に
打
ち
出
し
た
原
稿
と
と
も
に
、
そ
の
原
稿
を
作
成
し
た

ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
の
フ
ァ
イ
ル
、
お
よ
び
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
の
二
つ

の
フ
ァ
イ
ル
を
保
存
し
た
電
子
記
憶
媒
体
を
必
ず
提
出
す
る
こ
と
。
提

出
す
る
テ
キ
ス
ト
フ
ァ
イ
ル
で
は
、
注
も
テ
キ
ス
ト
と
し
て
打
ち
出
す
。

ま
た
、
電
子
記
憶
媒
体
を
封
入
し
た
封
筒
の
表
面
に
、
論
文
の
総
行
数

と
共
に
、
使
用
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
シ
ス
テ
ム
（W

indow
s

/M
ac 

な
ど
）、
使
用
ソ
フ
ト
名
と
バ
ー
ジ
ョ
ン
を
記
す
。

②　

審
査
は
紙
面
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
た
め
、
万
が
一
両
者
の
内
容
が
異

な
る
時
、
紙
面
の
方
が
優
先
さ
れ
る
。

・
打
ち
出
し
時
の
注
意
点

①　

横
書
き
ま
た
は
縦
書
き
の
い
ず
れ
で
も
よ
い
。
横
書
き
の
場
合
は
、

Ａ
４
判
・
無
地
（
無
罫
線
）
の
用
紙
を
縦
置
き
に
し
て
打
ち
出
す
。
縦
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書
き
の
場
合
は
、
Ａ
４
判
・
無
地
（
無
罫
線
）
の
用
紙
を
横
置
き
に
し

て
打
ち
出
す
。

②　

本
文
も
注
も
、
と
も
に
文
字
は
十
一
ポ
イ
ン
ト
以
上
の
大
き
さ
に
す

る
こ
と
。

③　

文
字
以
外
の
論
文
の
要
素
（
図
お
よ
び
表
）
は
、
本
文
中
に
含
め
ず
、

別
紙
に
一
枚
ず
つ
印
刷
し
、
本
文
原
稿
中
に
組
込
箇
所
を
指
示
す
る
こ

と
（
指
示
方
法
は
前
記
Ⅱ
⑤
）。
表
な
ど
を
エ
ク
セ
ル
等
の
ソ
フ
ト
で

作
成
し
た
場
合
は
、
印
刷
所
で
利
用
で
き
る
場
合
も
あ
る
の
で
、
原
稿

フ
ァ
イ
ル
と
は
別
フ
ァ
イ
ル
と
し
て
、
同
一
の
電
子
記
憶
媒
体
に
保
存

し
て
提
出
す
る
こ
と
。

④　

固
有
名
詞
な
ど
に
つ
い
て
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
に
規
定
さ
れ
て
い
る

以
外
の
漢
字
を
使
用
す
る
場
合
や
、
機
種
依
存
の
特
殊
文
字
や
記
号
に

つ
い
て
は
、
原
稿
に
は
別
の
記
号
（
例
え
ば
■
、
★
、
＝
な
ど
）
を
仮

に
入
力
し
て
お
き
、
後
で
、
打
ち
出
し
た
原
稿
に
赤
字
で
手
書
き
す
る

こ
と
。
な
お
中
国
簡
体
字
は
可
能
な
限
り
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ
漢
字
コ
ー
ド
に
定

め
ら
れ
て
い
る
漢
字
に
置
き
換
え
る
こ
と
。
注
な
ど
に
お
い
て
ギ
リ
シ

ア
、
ロ
シ
ア
、
ア
ラ
ビ
ア
各
文
字
や
ハ
ン
グ
ル
等
を
使
用
す
る
場
合
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
編
集
委
員
会
に
問
い
合
わ
せ
、
指
示
を
受
け
る
こ
と
。

「
マ
イ
ク
ロ
ソ
フ
ト
・
ワ
ー
ド
」
の
場
合
の
設
定
事
項

 

（M
icrosoft W

ord 2007

に
よ
る
）

①　
「
ペ
ー
ジ
設
定
」

　

投
稿
規
程
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
一
頁
四
〇
字
×
三
〇
行
と
す

る
。
余
白
は
、
上
下
左
右
と
も
25
㎜
と
す
る
。

　
（
操
作
）「
ペ
ー
ジ
レ
イ
ア
ウ
ト
」
―
「
フ
ァ
イ
ル
」
―
「
ペ
ー
ジ
設
定
」

―
「
文
字
数
と
行
数
」

●
「
文
字
数
と
行
数
を
指
定
」、
文
字
数
四
〇
字
、
行
数
三
〇
行
と
す

る
。

●
「
フ
ォ
ン
ト
の
設
定
」、
日
本
語
・
英
数
字
用
と
も
に
等
幅
の
明
朝

体
（
Ｍ
Ｓ
明
朝
・
Ｊ
Ｓ
明
朝
な
ど
）
で
十
一
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
。

―
「
余
白
」

●
上
下
左
右
と
も
25
㎜
と
設
定
す
る
。

②　

句
読
点
（
句
読
点
も
全
角
に
設
定
）

　
（
操
作
）「
段
落
」
―
「
体
裁
」
―
「
オ
プ
シ
ョ
ン
」

　

―
「
文
字
体
裁
」

　

●
「
文
字
間
隔
の
調
整
」
を
「
間
隔
を
つ
め
な
い
」
と
設
定
す
る
。

③　

オ
ー
ト
コ
レ
ク
ト
機
能

　

オ
ー
ト
コ
レ
ク
ト
機
能
の
「
箇
条
書
き
」
の
機
能
を
オ
フ
に
す
る
こ
と
。

　
（
操
作
）「M

icrosoft O
ffice

ボ
タ
ン
」
―
「W

ord

の
オ
プ
シ
ョ
ン
」

―
「
文
章
校
正
」
―
「
オ
ー
ト
コ
レ
ク
ト
の
オ
プ
シ
ョ
ン
」
の
「
入
力

オ
ー
ト
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
」
の
項
目
で
、
箇
条
書
き
の
項
目
の
チ
ェ
ッ
ク

マ
ー
ク
を
外
す
。
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「
一
太
郎
」
の
場
合
の
設
定
事
項

 

（
一
太
郎
バ
ー
ジ
ョ
ン2006

に
よ
る
）

①　
「
文
書
ス
タ
イ
ル
」

　

投
稿
規
程
に
定
め
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、
一
頁
四
〇
字
×
三
〇
行
と
す

る
。
余
白
は
、
上
下
左
右
と
も
25
㎜
と
す
る
。

（
操
作
）「
フ
ァ
イ
ル
」
―
「
文
書
ス
タ
イ
ル
」
―
「
ス
タ
イ
ル
」
と
進
む

と
出
て
く
る
。

―
「
文
書
ス
タ
イ
ル
」
の
画
面
で

●
「
字
数
・
行
数
優
先
」
に
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
入
れ
る
。
字
数
四
〇

字
、
行
数
三
〇
行
と
す
る
。

●
同
一
画
面
の
「
マ
ー
ジ
ン
」
の
欄
で
上
端
、
下
端
、
左
端
、
右
端
と

も
に
25
㎜
と
設
定
す
る
。

●
同
じ
「
文
書
ス
タ
イ
ル
」
の
画
面
で
「
フ
ォ
ン
ト
」
の
画
面
を
開
き
、

「
和
文
フ
ォ
ン
ト
」
の
欄
を
等
幅
の
明
朝
体
（
Ｍ
Ｓ
明
朝
・
Ｊ
Ｓ
明

朝
な
ど
）
と
選
択
し
、「
欧
文
フ
ォ
ン
ト
」
の
欄
で
「
和
文
フ
ォ
ン

ト
」
を
選
択
す
る
。
同
一
画
面
の
「
文
字
サ
イ
ズ
」
の
欄
で
フ
ォ
ン

ト
の
サ
イ
ズ
を
十
一
ポ
イ
ン
ト
と
す
る
。

②　
「
注
」

　

文
末
注
と
す
る
設
定
等
は
次
の
通
り
。

（
操
作
）「
挿
入
」
―
「
脚
注
／
割
注
／
注
釈
」
と
進
ん
で
、

―
「
脚
注
」
の
画
面
で
、

●
「
脚
注
オ
プ
シ
ョ
ン
」
を
選
択
し
て
、
そ
の
画
面
で
脚
注
番
号
の
数

字
種
類
を
選
択
し
て
半
角
ア
ラ
ビ
ア
数
字
に
設
定
す
る
。

●
同
一
画
面
下
部
の
「
脚
注
エ
リ
ア
の
位
置
」
を
文
書
末
に
設
定
す
る
。

新
投
稿
規
程
実
施
に
関
す
る
注
意
点

　

上
記
の
新
投
稿
規
程
は
、
本
誌
第
五
四
号
掲
載
分
（
二
〇
〇
二
年
五
月

一
五
日
提
出
締
切
）
か
ら
、
す
で
に
施
行
さ
れ
て
い
る
。
編
集
委
員
会
で
、

毎
号
投
稿
原
稿
に
つ
き
形
式
要
件
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
問
題
点
が
見
ら

れ
る
場
合
に
は
こ
の
欄
に
記
す
。
本
誌
へ
投
稿
す
る
際
に
は
、
そ
れ
ら
の

点
に
注
意
を
払
い
、
原
稿
を
提
出
す
る
よ
う
心
掛
け
て
い
た
だ
き
た
い
。
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　〔
編
集
後
記
〕

1
．
今
回
は
、
投
稿
論
文
一
〇
点
の
う
ち
七
点
が
掲
載
さ
れ
た
。

2
．
現
在
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
に
在
籍
し
て
い
な
い
者

で
投
稿
を
希
望
す
る
場
合
、
論
文
提
出
に
必
要
な
所
定
用
紙
（
投
稿
規

程
八
①
、
⑤
、
⑥
の
書
類
）
の
入
手
に
つ
い
て
は
、
慶
應
義
塾
大
学
学

生
部
法
学
研
究
科
係
に
照
会
さ
れ
た
い
（
電
話
・
〇
三
―
五
四
二
七
―

一
五
五
七
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
〇
三
―
五
四
二
七
―
一
五
五
九
）。

　
　

規
程
を
通
読
し
て
、
疑
問
点
、
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
に
は
、
な
る

べ
く
早
目
に
、
後
掲
5
に
則
り
、
編
集
委
員
会
（
担
当
：
佐
藤
）
に
問

合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

3
．
審
査
を
通
過
し
た
論
文
の
校
正
は
一
回
限
り
で
あ
る
。
校
正
で
は
、

最
低
限
の
修
正
（
誤
字
、
脱
字
等
の
訂
正
）
に
と
ど
め
る
こ
と
。

4
．
本
誌
表
表
紙
の
論
文
タ
イ
ト
ル
、
裏
表
紙
の
欧
文
タ
イ
ト
ル
、
お
よ

び
論
文
末
尾
に
掲
載
す
る
執
筆
者
紹
介
は
、
完
成
稿
提
出
時
に
電
子
フ

ァ
イ
ル
で
提
出
し
て
も
ら
う
こ
と
と
な
っ
た
。
投
稿
者
に
お
か
れ
て
は
、

本
誌
編
集
委
員
会
か
ら
送
付
さ
れ
る
書
類
・
メ
ー
ル
を
よ
く
確
認
し
、

提
出
漏
れ
が
な
い
よ
う
注
意
さ
れ
た
い
。

　
　

な
お
、
欧
文
タ
イ
ト
ル
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
適
確
に
和
文
タ
イ

ト
ル
を
表
現
し
て
い
る
か
否
か
を
よ
く
吟
味
し
、
可
能
で
あ
れ
ば
、

native check

に
か
け
て
い
た
だ
き
た
い
。

5
．
法
学
政
治
学
論
究
へ
の
掲
載
証
明
申
請
を
含
む
問
合
わ
せ
は
、
投
稿

規
程
十
二
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
宛
に
行
う
こ
と
。
そ
の
際
に
は
、
住

所
・
電
話
番
号
の
ほ
か
、
問
合
わ
せ
時
の
身
分
や
所
属
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
を
明
記
さ
れ
た
い
。

6
．
最
近
、
形
式
不
備
に
よ
り
不
合
格
と
な
る
例
が
目
に
つ
く
。
執
筆
に

あ
た
っ
て
は
、
細
心
の
注
意
を
払
わ
れ
た
い
。

 

（
二
〇
一
九
年
三
月
二
〇
日
、
佐
藤
拓
磨
記
）　


